











































































































































































































142 143大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から 第 5 章　グローバルに生きる！　はじまりは GLOCOL だった
9. 学生時代から今へ
　このコンサートは、その次の年も、ま
た次の年も、毎年恒例の行事になりまし
た。第二回目の時はクラウドファンディ
ングに挑戦し、賛同者の方々のおかげで
無事目標額を達成することができました。
私はというと、第一回目のコンサートでク
ラウンを演じたことがきっかけとなり、一
緒にインドに訪れたことのある学生たち
と、フラッシュモブを通して、思いを伝え
る『Happy Clowns』という団体を立ち上げました。これもインドでダンスの
持つ力、自信を持って表現する力、というものに心を打たれたからです。
今までの自分では到底考えられないような活動に携わることになりまし
た。今ではその団体も後輩に任せ、私は現在インド資本の ITコンサルティ
ング会社で働いています。これから日本でも間違いなく注目度が上がって
くるインドと、今度はビジネスという分野から関わってみようという試み
です。まずはしばらく、『インド』という国と真剣に向き合っていきます。学
生時代は社会の最も底辺に生きる人 と々関わっていましたが、今度は世界
中の IT分野の最前線で活躍するインド人たちと関わっています。この両極
端をどうつなげるか、お互いのいいところをどう結びつけることができる
か。それを今の楽しみにしています。
10. 私の国際協力
　インドを通した私の学生時代は、私にとっての「国際協力」という概念
を覆してしまいました。「助けに行く、変えにいく」というよりも、「自分で
変わろうとしている人とたちと、一緒に変
わっていく」ことこそが最も大切なことに
なりました。そしてそこには必ず『楽しさ』
が不可欠です。眉間にしわを寄せて、何
かを押し付けようとしても何も変わりませ
ん。単に最適の状態を提示するだけでも
何も変わりません。何かが変わるべきだ
と思った時、それは相手も自分も一緒に
変化しながら、そしてその変化を楽しみ
ながら右往左往することで、本当に価値のある変化がもたらされるのだと
思います。そしてそれが私の関わりたい国際協力の形です。
11. GLOCOLへ
　実践を第一として、学生の国際的な挑戦を応援するGLOCOLがなくなっ
てしまうのは、とても残念で、寂しく感じます。「国際的に挑戦をしたい！」
という学生は多いですが、自分だけで思うように機会を見つけたり、スキ
ルを身につけたりすることはなかなか難しいものです。そういった機会へ
の門戸を開いてくれるGLOCOLには、私自身も本当にお世話になりました。
これから、私がどのように生きていくにせよ、GLOCOLの「実践第一」の心
得を忘れずに、どんどん挑戦をしていきたいと思います。
　最後になりましたが、今回このような場を設けてくださったGLOCOLの
皆様、本当に有難うございました。将来またどんな形ででも一緒に何か
できることを楽しみにしています。
